
Ⅰ　改革・改善内容（＝施策をより良く実施するための方策）

Ⅱ　施策の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

単位
平成28
年度

平成29
年度

ⅰ 人 1,234 1,405
ⅱ 人 2 17
ⅲ
ⅳ
ⅰ 人 1,304 1,073
ⅱ 人 10,487 8,376
ⅲ 人 1,234 1,405
ⅳ 団体 7 7
ⅴ
ⅵ
ⅶ
ⅷ
ⅸ

④施策の事業費 平成29年度決算 平成30年度決算

事業費（千円） 12,212 12,811 円
Ⅳ　評価・検討

Ⅴ　今後の方向性

①施策の方向性 →維持

②上記方向性の説明
青少年団体会員数が減少していることから、青少年の健全育成を目的とした事業を展開する
ためには、引き続き啓発や広報活動の強化を図る必要がある。

③特に重点化する事務事業 青少年の社会参加・体験活動の機会づくりに要する経費

①課題（目的に対す
る現状など）

青少年の健全育成に必要な地域の支援者、子ども会などの団体が減少している。

②総合評価 3一部未達成
③総合評価
の理由

一部の指標において前年度と比較し減となっているが、事
業内容などを考慮すると、概ね目標値を上回っている。

市民一人あたり事業費（30年度決算） 令和元年度予算
(単位：円) 117 13,527

街頭補導従事者数 1,397 1,300
「おやじの会」等設立数 7 10③基本

事業成
果指標

青少年団体会員数 1,021 1,500
青少年社会参加・体験活動参加者数 6,399 12,000

1,300
ジュニアリーダースクラブ新規加入者数 11 3

③環境分析（状況変化
や今後の見込み・市民
意向など）

自然及び社会体験といった社会形成に必要な機会が減少していることから、そういった事業
の展開を求められている。また、児童生徒の安全に関する市民意向は高い。.

①平成29～30年度
の施策の成果

「北海道ファームステイ」での農業体験など貴重な機会を提供でき、また、他の事業では高校
生がボランティアで参加するなど様々な世代で子ども達を見守り育てる意識付けができた。
また、「かまがや８３＋運動」などの啓発の結果がこども１１０番の家の設置件数の増などに
表れた。

②施策
成果指
標

指標名称
平成30
年度

目標値
（2年度）

地域見守り活動従事者数（延べ） 1,397

①目的 青少年
意図（対象をどう
するのか）

社会性や社会規範を身につけることで、青
少年の生きる力を育成する。

②施策の概要
青少年の健全育成を目的とする団体への支援のほか、青少年の生きる力を育てる活動の機
会の提供や家庭教育の啓発を行うとともに、青少年の非行防止のための補導・相談活動を
行う。

政策 13人間性豊かな子どもの育成環境をつくります マネージャー氏名 狩谷　昭夫

①前回
の評価
で掲げ
た内容

青少年の健全育成に関わる団体に支援を
行うことで団体の強化を図り、団体と市と
の協働で様々な事業を実施する。

③改革・改
善内容

青少年の健全育成に関わる団体と連
携し、子ども達への体験活動を提供し
ていく。
また、関係機関と連携し、街頭パト
ロールの強化、「かまがや８３＋運動」
の継続した啓発、推進に取り組んでい
く。

②①に
基づく
取組み
結果

各種会議で「かまがや８３＋運動」などの啓発
を行ったこと、各団体での事業において、高校
生がボランティアで参加したことなどから、地域
の様々な世代で子ども達を見守り育てる意識
付けができたと考えられる。

鎌ケ谷市施策評価表（事後）
施策の名称 135青少年の健全育成

施策のねらい
（めざす姿）

青少年が、社会性や社会規範を身につけ、自己を確立し、協調性や連帯感を育ん
でいます。

基本目標 1「健康で生きがいのある福祉・学習都市」をめざして 施策担当マネージャー 生涯学習部次長


